
留学生をインバウンドに活かすたに 
―留学生政策とインバウンドー 

 

２０１６年５月９日 

エール学園理事長 長谷川恵一 



・対策を打たなければ２０３０年には、１３００万人生産人口が減り、 

 ＧＤＰも下降していく 

 

・対策とは女性の活躍、高齢者の活用、外国人の活用となる。 

 

・これらのすべての対策を打ったとしても、ＧＤＰの減少は避け 

 られそうにないが、手を打たないともっと状況が悪くなる 

生産人口の減少時代 



各国の留学生受け入れ推移 



・日本の外国人人口は２１２万人（２０１４年） 

 

・留学ビザは１８,４万人（2014年学生支援機構） 

 

・技能実習ビザの単純労働者の来日は１６万人、今後３年 

 から５年に延長で増やす計画 

日本に滞在する外国人 



 

渡日する外国人留学生推移 



・日本政府は中曽根首相時代２００３年に留学生１０万人計画を 

 達成、２０２０年に３０万人の留学生を渡日させる計画 

 

・留学生は中国の学生が最も多く、次いでベトナム、ネパール、 

 台湾、韓国の順になっており、その中でもベトナム留学生が急 

 増している。 

 

・２０１５年の入国管理局のデータでは２４万人が渡日している 

  
渡日留学生が１８.４万人（２０１４年）    

  



・専門学校に進学する留学生に教育の中身をよく理解したうえ 

 で進学させる 

 

・そのため専門学校は日本語学校を訪問して、出前授業を行い 

 留学生に教育の中身を理解してもらう 

来日する８割の留学生は日本語学校
を経由して大学・大学院・専門学校に 



・企業の採用担当者と専門学校の就職担当者と行政関 

 係者との産官学交流会を８２名のメンバーを集めて実施 

 

・近年企業の海外進出、インバウンドの活性化でグローバ 

 ル人材としての留学生が求められ、交流会によって参 

 加者が真の実態を把握できる 

留学生対策（留学生採用企業交流
会） 



 

・今後このスキームが成立すると、職業教育としてＩＴ、自動車整 

 備、デザイン、観光、建築等々の各分野ごとに海外の大学提 

 携を進めることができる 

 

・就労できない分野、例えば調理師（和食が２年間のみ許可）、 

 理美容、医療技師が就労できるように政府と交渉しながら、ビ 

 ザの解禁を働きかける 

 

専門学校の各分野ごとに留学生が
やってくる 



２０１５年５月に大阪商工会議所で「世界一歩いて楽しい観光都 

市ミナミの実現に向けて」を提言 

 

１ 難波駅前の広場化 

    ・世界から訪れる観光客を迎える広場化 

    ・広場の検討会が大阪市と地元のメンバーで開かれて 

     いる 

 

２ ミナミの活性化に向けたまちづくり組織の再編 

ミナミをインバウンドの拠点に 



・ミナミから１時間以内に世界遺産が４つもある 

 

・ミナミには観光に欠かせない「食」と「エンターテイメント」 

 というコンテンツがある 

 

・ミナミは関西空港に直結しており、LCCで観光客の一層 

 の増加が見込める 

ミナミの観光コンテンツ 



・エール学園は来年で50周年を迎える 

 

・留学生の国籍は中国４０％、ベトナム３５％、韓国・台湾・ 

 インドネシア・その他国が２５％就職率は100％を維持 

 

・エール学園には国際サービスマネージメント学科でホテ 

 ル・旅行社に就職させている 

エール学園には留学生１１００名在籍 



 

防災マップ 



 

写真 



 



●日本はいよいよ平成時代に本格的なグローバル社会をつくる。 
 
 
●留学生は母国に帰って、日本のよく理解者として活躍する。そのた 
   め留学生を日本のファンにして返さなければならない。 
 
 
●エールはカリキュラムにメンタリングを入れて、「自利利他」や「先利 
    後利」や「先もたち我もたつ」や「つくす自分」の理念をボランティア 
    活動で理解させ、社会貢献を実感させる 
 
 

ボランティア活動で日本文化理解 



・社会貢献型インターシップ 

 

・キャリアアップ型インターシップ 

 

・採用選考型インターシップ 

エール学園のインターシップは３種類 



・20年前留学生は外国人として地域から疎外されている。 

 

・15年前ぐらいから留学生に地域清掃をさせた。 

 

・留学生はマイノリティなので、奉仕することによって日本人の 

 心が開く 

 

・今は留学生と地域の関係はとても融和するようになる 

社型会貢献インターシップは日本社会
に外国人との共生社会をつくる 



 



●日本人は縄文時代から弥生時代に多くの外国人を受け入れた。そ 

     して２０００年かけて単一民族といわれる社会をつくった。 

 

●遣唐使という留学生が１２００年前から当時の先進文化を持ってい 

     た中国から新しい文化を呼び込み日本文化の礎を築いた 

 

 

●平成の時代に日本人と外国人が共生の社会を再びつくり両国の 

     発展に寄与し留学生が平和の使者となる 

歴史的に見ても留学生が活躍して国
を発展させている 



・留学生がボランティア活動によって日本文化の理解が促進さ 

 れる 

 

・まず相手を立てる理念を吸収することによって、関係性が豊か 

 な人材が育成される 

 

・このような外国人材が育成されると、留学生は平和の使者とな 

 る 

 

留学先の文化を理解することによって 
留学生は平和の使者となる 


